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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第62期

第２四半期連結
累計期間

第63期
第２四半期連結
累計期間

第62期

会計期間
自　2015年４月１日
至　2015年９月30日

自　2016年４月１日
至　2016年９月30日

自　2015年４月１日
至　2016年３月31日

売上高 （千円） 13,526,240 13,617,260 27,629,551

経常利益 （千円） 676,380 652,083 1,420,728

親会社株主に帰属する四半期（当期）

純利益
（千円） 216,686 138,036 461,799

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 411,967 106,190 867,107

純資産額 （千円） 2,367,926 2,812,539 2,706,529

総資産額 （千円） 11,974,778 13,155,103 12,189,559

１株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 34.22 21.80 72.94

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 16.3 15.4 17.7

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 523,669 739,947 1,700,741

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △637,372 △909,640 △1,339,276

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 1,352,551 1,301,121 676,359

現金及び現金同等物の四半期末（期末）　

残高
（千円） 3,421,344 4,167,399 3,173,772

 

回次
第62期

第２四半期連結
会計期間

第63期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自　2015年７月１日
至　2015年９月30日

自　2016年７月１日
至　2016年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 13.52 25.88

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社）が営む事業の内容について、重要な変

更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

なお、2016年４月27日付で当社の子会社であります味都特亞洲餐飲管理有限公司への増資が完了いたしました。ま

た、2016年10月１日付で当社の特定子会社であります味都特（成都）餐飲管理有限公司の譲渡契約を締結しておりま

すが、関係当局からの許認可取得が未了であるため、決済は完了しておりません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当社は、2016年９月20日開催の取締役会において、当社の連結子会社である味都特亞洲餐飲管理有限公司が保有す

る味都特（成都）餐飲管理有限公司の全ての持分につき、譲渡することを決議し、2016年10月１日に契約を締結いた

しました。

詳細は、「第４　経理の状況　１．四半期連結財務諸表　注記事項（重要な後発事象）」に記載のとおりでありま

す。

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

（１）業績の状況

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境の改善傾向は継続したものの、可処分所得の伸び悩

みによる消費者マインドの低下や夏場の天候不順等により、個人消費は低迷が続き、実体経済には足踏み感が見ら

れました。

海外経済におきましては、米国では雇用・所得環境の改善傾向が持続したことに伴う消費者マインドの改善によ

り、緩やかな回復基調を維持いたしました。欧州では消費者マインドに緩やかな低下傾向が見られるなか、英国の

EU離脱決定に伴う先行き不透明感も拭えない不安定な状況で推移いたしました。中国では雇用・所得環境の悪化等

により、景気は減速基調で推移いたしました。

外食産業におきましては、消費者の節約志向の影響等により、今後も厳しい経営環境が続いていくものと認識し

ております。

このような経営環境のもと、当社グループは、中長期的な成長の基盤を構築すべく既存店舗の収益安定を図ると

ともに、ブランド群の拡充を進めるべく新業態の導入を模索してまいります。国内事業におきましては、前年度に

投資を行った店舗の安定的運営と収益性向上に注力してまいります。海外事業におきましては、引続き既存店舗の

安定的な収益確保を図ることに加えて、積極的な事業投資を進めてまいります。

出店につきましては、日本国内において「ハードロックカフェ」福岡店をホークスタウンモールの営業終了に伴

い、同じ福岡市内のJRJP博多ビルに移転いたしました。

フランチャイズ展開におきましては、日本国内において「カプリチョーザ」を１店舗出店いたしました。海外で

は、「サラベス」としては、初のフランチャイズ店舗を台湾に出店いたしました。

業績につきましては、以上の結果により、当第２四半期連結累計期間の売上高は13,617百万円（前年同期比

0.7％増）、営業利益は728百万円（前年同期比2.5％増）、経常利益は652百万円（前年同期比3.6％減）、親会社

株主に帰属する四半期純利益は138百万円（前年同期比36.3％減）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

①日本

国内では、売上高は9,956百万円（前年同期比2.4％増）、営業利益は759百万円（前年同期比14.3％増）とな

りました。

②北米

北米では、売上高は2,638百万円（前年同期比1.8％減）、営業利益は95百万円（前年同期比35.2％減）となり

ました。

③ミクロネシア

ミクロネシアでは、売上高は785百万円（前年同期比6.6％減）、営業利益は90百万円（前年同期比12.7％減）

となりました。

④アジア

アジアでは、売上高は269百万円（前年同期比15.4％減）、営業利益は7百万円（前年同期は営業損失16百万

円）となりました。
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（２）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、4,167百万円となり、前

年同四半期連結累計期間より746百万円増加いたしました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの主な要因は次

のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果増加した資金は739百万円（前年同期は523百万円の増加）

となりました。これは主に税金等調整前四半期純利益が553百万円及び減価償却費の計上が364百万円あった一方

で、法人税等の支払額が246百万円あったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動により減少した資金は909百万円（前年同期は637百万円の減少）となりました。これは主に有形固定

資産の取得による支出が790百万円あったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動により増加した資金は1,301百万円（前年同期は1,352百万円の増加）となりました。これは主に長期

借入れによる収入が2,500百万円あった一方で、長期借入金の返済による支出が1,198百万円あったことによるも

のであります。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 22,127,680

計 22,127,680

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2016年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2016年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,331,920 6,331,920

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 6,331,920 6,331,920 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年　月　日
発 行 済 株 式
総 数 増 減 数
（株）

発 行 済 株 式
総 数 残 高
（株）

資本金増減額
（千円）

資 本 金 残 高
（千円）

資 本 準 備 金
増 減 額
（千円）

資 本 準 備 金
残 高
（千円）

2016年７月１日～

2016年９月30日
－ 6,331,920 － 585,558 － 588,655
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（６）【大株主の状況】

  2016年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

Soken Corp. 東京都港区三田2-3-34-401 1,512,000 23.87

清水　洋二 東京都港区 1,356,140 21.41

清水　謙 東京都港区 166,400 2.62

WDI従業員持株会 東京都港区六本木5-5-1 144,440 2.28

株式会社SBI証券 東京都港区六本木1-6-1 80,800 1.27

清水　宏子 東京都港区 72,300 1.14

資産管理サービス信託銀行株式会社

（証券投資信託口）
東京都中央区晴海1-8-12 67,100 1.05

サントリー酒類株式会社 東京都港区台場2-3-3 60,000 0.94

麒麟麦酒株式会社 東京都中野区中野4-10-2 40,000 0.63

楽天証券株式会社 東京都世田谷区玉川1-14-1 36,800 0.58

計 － 3,535,980 55.84

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 2016年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式

400
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式

6,329,800
63,298 －

単元未満株式
普通株式

1,720
－ －

発行済株式総数 6,331,920 － －

総株主の議決権 － 63,298 －

 

②【自己株式等】

 2016年９月30日現在
 

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合（％)

株式会社ＷＤＩ
東京都港区六本木

五丁目５番１号
400 － 400 0.01

計 － 400 － 400 0.01

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

２　監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2016年７月１日から

2016年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2016年４月１日から2016年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2016年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2016年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,173,772 4,167,399

売掛金 564,222 529,196

たな卸資産 ※ 722,478 ※ 675,610

預け金 584,277 515,299

繰延税金資産 302,170 293,559

その他 215,481 332,048

貸倒引当金 △370 △354

流動資産合計 5,562,033 6,512,759

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 7,370,386 7,289,091

減価償却累計額 △4,186,264 △4,174,693

建物及び構築物（純額） 3,184,121 3,114,397

工具、器具及び備品 2,548,981 2,530,833

減価償却累計額 △1,889,728 △1,867,373

工具、器具及び備品（純額） 659,252 663,459

土地 232,941 232,941

建設仮勘定 37,540 177,326

その他 33,439 36,604

減価償却累計額 △26,738 △27,487

その他（純額） 6,700 9,116

有形固定資産合計 4,120,557 4,197,241

無形固定資産   

その他 247,498 198,467

無形固定資産合計 247,498 198,467

投資その他の資産   

敷金及び保証金 1,650,818 1,623,114

繰延税金資産 413,370 369,727

その他 195,604 254,115

貸倒引当金 △322 △322

投資その他の資産合計 2,259,470 2,246,634

固定資産合計 6,627,525 6,642,343

資産合計 12,189,559 13,155,103
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2016年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2016年９月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 821,742 718,223

1年内返済予定の長期借入金 2,043,000 2,321,000

未払金 968,572 689,657

未払法人税等 206,058 167,506

賞与引当金 249,938 266,972

販売促進引当金 12,800 14,100

資産除去債務 20,674 12,240

その他 804,595 781,643

流動負債合計 5,127,380 4,971,344

固定負債   

長期借入金 3,937,000 4,961,000

退職給付に係る負債 14,632 13,169

その他 404,016 397,050

固定負債合計 4,355,648 5,371,219

負債合計 9,483,029 10,342,563

純資産の部   

株主資本   

資本金 585,558 585,558

資本剰余金 588,655 588,655

利益剰余金 1,001,686 1,076,408

自己株式 △322 △322

株主資本合計 2,175,577 2,250,299

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 △19,472 △226,616

その他の包括利益累計額合計 △19,472 △226,616

非支配株主持分 550,425 788,856

純資産合計 2,706,529 2,812,539

負債純資産合計 12,189,559 13,155,103
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2015年４月１日
　至　2015年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2016年４月１日
　至　2016年９月30日)

売上高 13,526,240 13,617,260

売上原価 4,123,794 4,029,780

売上総利益 9,402,446 9,587,479

販売費及び一般管理費 ※ 8,691,754 ※ 8,858,980

営業利益 710,691 728,499

営業外収益   

受取利息 2,210 2,179

店舗閉鎖損失戻入額 － 5,064

その他 3,811 6,270

営業外収益合計 6,021 13,513

営業外費用   

支払利息 36,208 34,961

為替差損 2,230 52,658

その他 1,893 2,310

営業外費用合計 40,332 89,929

経常利益 676,380 652,083

特別利益   

固定資産売却益 4,850 －

特別利益合計 4,850 －

特別損失   

固定資産売却損 139 －

固定資産除却損 732 369

減損損失 69,186 85,675

店舗閉鎖損失 71,851 12,240

特別損失合計 141,910 98,285

税金等調整前四半期純利益 539,320 553,797

法人税等 141,667 188,981

四半期純利益 397,653 364,815

非支配株主に帰属する四半期純利益 180,966 226,779

親会社株主に帰属する四半期純利益 216,686 138,036
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2015年４月１日
　至　2015年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2016年４月１日
　至　2016年９月30日)

四半期純利益 397,653 364,815

その他の包括利益   

為替換算調整勘定（税引前） 14,314 △258,625

その他の包括利益合計 14,314 △258,625

四半期包括利益 411,967 106,190

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 229,114 △69,106

非支配株主に係る四半期包括利益 182,852 175,296
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2015年４月１日
　至　2015年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2016年４月１日
　至　2016年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 539,320 553,797

減価償却費 329,710 364,618

賞与引当金の増減額（△は減少） 13,441 17,034

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8 △15

受取利息 △2,210 △2,179

支払利息 36,208 34,961

為替差損益（△は益） 1,494 54,440

固定資産売却損益（△は益） △4,710 －

店舗閉鎖損失 71,851 12,240

固定資産除却損 732 369

減損損失 69,186 85,675

売上債権の増減額（△は増加） △11,285 12,606

たな卸資産の増減額（△は増加） △60,783 15,540

その他の流動資産の増減額（△は増加） △89,455 △64,313

その他の固定資産の増減額（△は増加） 768 17,819

仕入債務の増減額（△は減少） △40,050 △65,663

その他の流動負債の増減額（△は減少） △167,642 △46,760

その他の固定負債の増減額（△は減少） 4,022 18,031

その他 △1,638 1,300

小計 688,967 1,009,502

利息の受取額 2,210 2,179

利息の支払額 △38,442 △35,791

法人税等の支払額 △198,900 △246,225

法人税等の還付額 69,834 10,283

営業活動によるキャッシュ・フロー 523,669 739,947

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △626,497 △790,315

有形固定資産の売却による収入 1,631 －

有形固定資産の除却による支出 △16,391 △20,674

無形固定資産の取得による支出 △21,331 △20,123

無形固定資産の売却による収入 7,530 －

投資有価証券の取得による支出 － △80,576

長期貸付けによる支出 △1,000 △1,600

長期貸付金の回収による収入 60,545 1,050

敷金及び保証金の差入による支出 △48,352 △29,467

敷金及び保証金の回収による収入 43,668 32,620

その他 △37,173 △554

投資活動によるキャッシュ・フロー △637,372 △909,640
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  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　2015年４月１日
　至　2015年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2016年４月１日
　至　2016年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 300,000 600,000

短期借入金の返済による支出 △300,000 △600,000

長期借入れによる収入 2,600,000 2,500,000

長期借入金の返済による支出 △1,107,000 △1,198,000

配当金の支払額 △50,630 △63,168

非支配株主からの払込みによる収入 － 149,172

非支配株主への配当金の支払額 △89,817 △86,881

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,352,551 1,301,121

現金及び現金同等物に係る換算差額 △741 △137,801

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,238,107 993,627

現金及び現金同等物の期首残高 2,183,237 3,173,772

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,421,344 ※ 4,167,399

 

EDINET提出書類

株式会社ＷＤＩ(E03496)

四半期報告書

13/19



【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

１　連結の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、新たに設立いたしましたFG Restaurant,L.L.C.を連結の範囲に含めております。

また、当第２四半期連結会計期間において新たに設立いたしましたWDI New York,L.L.C.及びGKBH Restaurant,

L.L.C.を連結の範囲に含めております。

２　持分法適用の範囲の重要な変更

当第２四半期連結会計期間より、新規設立により関係会社となったMGS-WDI Dining Co., Ltd.及び新味股份有限

公司を持分法適用の範囲に含めております。

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、当第２四半期連結累計期間における四半期連結財務諸表への影響は軽微であります。

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。なお、法人税等調整額は、

法人税等に含めて表示しております。

但し、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く場合には、法定実効税率を使用す

る方法によっております。

（四半期連結貸借対照表関係）

※　たな卸資産の内訳は次のとおりであります。

 
前連結会計年度
（2016年３月31日）

当第２四半期連結会計期間
（2016年９月30日）

商品 191,283千円 184,823千円

原材料及び貯蔵品 531,195 490,787

計 722,478 675,610

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自　2015年４月１日
　　至　2015年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　2016年４月１日
　　至　2016年９月30日）

給与手当及び雑給 3,433,579千円 3,454,218千円

賃借料 1,298,618 1,323,237

減価償却費 327,335 361,991

賞与及び賞与引当金繰入額 264,177 265,746
 
 

EDINET提出書類

株式会社ＷＤＩ(E03496)

四半期報告書

14/19



（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2015年４月１日
至　2015年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2016年４月１日
至　2016年９月30日）

現金及び預金勘定 3,421,344千円 4,167,399千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 3,421,344 4,167,399

 

（株主資本等関係）

１　前第２四半期連結累計期間（自　2015年４月１日　至　2015年９月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

2015年６月24日

定時株主総会
普通株式 50,651 利益剰余金 8 2015年３月31日 2015年６月25日

 
 

２　当第２四半期連結累計期間（自　2016年４月１日　至　2016年９月30日）

配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

（千円）
配当の原資

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

2016年６月28日

定時株主総会
普通株式 63,314 利益剰余金 10 2016年３月31日 2016年６月29日

 
 

（セグメント情報等）

１　前第２四半期連結累計期間（自　2015年４月１日　至　2015年９月30日）

（１）報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 日本 北米 ミクロネシア アジア 合計

売上高      

外部顧客への売上高 9,688,407 2,678,031 841,336 318,465 13,526,240

セグメント間の内部

売上高又は振替高
30,441 7,500 - - 37,941

計 9,718,848 2,685,531 841,336 318,465 13,564,181

セグメント利益

（△は損失）
664,371 147,140 103,631 △16,625 898,517

 

（２）報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 898,517

全社費用（注） △188,692

その他の調整額 866

四半期連結損益計算書の営業利益 710,691

（注）全社費用は、主に当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費用です。
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（３）報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「日本」セグメントにおいて、閉鎖に伴う資産の除却が見込まれる店舗が存在したため、帳簿価額を回

収可能額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上いたしました。なお、当該減損損失の計上額は、

当第２四半期連結累計期間において69,186千円であります。

２　当第２四半期連結累計期間（自　2016年４月１日　至　2016年９月30日）

（１）報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 日本 北米 ミクロネシア アジア 合計

売上高      

外部顧客への売上高 9,931,004 2,630,899 785,840 269,515 13,617,260

セグメント間の内部

売上高又は振替高
25,587 7,500 - - 33,087

計 9,956,592 2,638,399 785,840 269,515 13,650,347

セグメント利益 759,328 95,292 90,515 7,707 952,844

 

（２）報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 952,844

全社費用（注） △225,421

その他の調整額 1,076

四半期連結損益計算書の営業利益 728,499

（注）全社費用は、主に当社の総務・経理部門等の管理部門に係る費用です。

（３）報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「日本」セグメントにおいて、閉鎖が予定される店舗が存在したため、また「アジア」セグメントにお

いて、営業活動から生ずるキャッシュ・フローが継続してマイナスであり、当初予定していた収益を将来

において見込めない店舗が存在したため、帳簿価額を回収可能額まで減額し、当該減少額を減損損失とし

て計上いたしました。なお、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間において「日本」セグ

メントで10,229千円、「アジア」セグメントで75,445千円であります。

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　2015年４月１日
至　2015年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2016年４月１日
至　2016年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 34.22円 21.80円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額　　

（千円）
216,686 138,036

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
216,686 138,036

普通株式の期中平均株式数（株） 6,331,451 6,331,451

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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（重要な後発事象）

（子会社株式の譲渡）

当社は、2016年９月20日開催の取締役会において、当社の連結子会社である味都特亞洲餐飲管理有限公司が保

有する味都特（成都）餐飲管理有限公司の全ての持分につき、譲渡することを決議し、2016年10月１日に契約を

締結いたしました。なお、当該持分譲渡は関係当局からの許認可取得が未了であるため、完了しておりません。

本譲渡により、味都特（成都）餐飲管理有限公司は当社の連結の範囲より除外される予定です。

１　株式譲渡の理由

当社は、2012年８月に中華人民共和国での事業展開を目的として味都特（成都）餐飲管理有限公司を設立し、

四川省成都市にてレストランを経営してまいりました。しかしながら、中国経済の減速等の影響もあり業績は伸

び悩み、今後も厳しい経営環境が続くと予想されます。このような状況を踏まえ、当社グループの中国戦略を見

直した結果、経営を第三者に委ねることが有効であると判断し、味都特（成都）餐飲管理有限公司の全ての持分

を譲渡することといたしました。

２　譲渡する相手会社の名称

成都君泰和市場調査有限公司

３　譲渡の時期

2016年12月（予定）

４　当該子会社等の名称、事業内容及び会社との取引内容

名称　　　　　　　　味都特（成都）餐飲管理有限公司

事業内容　　　　　　中華人民共和国におけるレストランの経営等

当社との取引内容　　記載すべき取引関係はありません。

５　譲渡前後の持分所有割合の状況及び譲渡価額

譲渡前の所有割合　　100％

譲渡後の所有割合　　 －％

譲渡損益　　　　　　現在算定中であります。

 

２【その他】
該当事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社ＷＤＩ(E03496)

四半期報告書

17/19



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年11月７日

株式会社ＷＤＩ

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 新井 達哉　　印

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 藤本 浩巳　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ＷＤＩ

の平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平成28

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ＷＤＩ及び連結子会社の平成28年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと

信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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